
○はじめに

  海岸には塩分濃度の影響により植物は育ちにくい。これは高濃度の塩分により浸透圧で吸水が阻害されたり、脱水が起こったりするため

である。ところが、3.5%の食塩水にカイワレダイコン（以下カイワレとする）の根を浸して約 3 週間放置したところ、葉の表面に塩の結晶

が析出していた。なぜこの現象が起きたのかを明らかにすることを目的に本研究を行った。 
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○今後の課題 

この現象が①生物学的(能動的)なものか 

②機械的(受動的)なものか  明らかにしていきたい。

2018－04高濃度の食塩水における植物の吸水について 
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○結論 

 植物は、高濃度の食塩水でも吸い上げるため、葉や茎の表面から 

塩の結晶が析出した。 

〈方法〉 

①蒸留水と 2％、4％、8％の濃度の食塩水をそれぞれ 50mL 用意し、

ビーカーに入れた。 

②カイワレを同じ重さに分けた。 

③カイワレの根をそれぞれの溶液に入れた。 

④コントロールとしてカイワレの入っていない蒸留水と 

2％、4％、8％の濃度の食塩水をそれぞれ 50mL 用意し、 

ビーカーに入れた。 

⑤それぞれのビーカーの重さを計測した。 

⑥人工気象器を使った。 

   ・一定の温度⋯20℃ 

   ・日照時間⋯12 時間 

カイワレなしの食塩水の減少量 
（コントロール） 

カイワレありの食塩水の減少量 

カイワレを入れたほうが減少量は多かった。

〈結果〉
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どの溶液でもαの値は1より大きかった。
α

○実験 1-1 カイワレが食塩水を吸い上げるかの確認 

〈方法〉 

・カイワレよりも太く， 

 1 本で安定する豆苗を使った。 

・実験 1-1 と同様の方法で 

 減少量をみた。 

○実験 1-2 毛細管現象を無くす 
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どの溶液でもαの値は 1 より大きかった。 

〈結果〉
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〈考察〉 

・毛細管現象とは関係なく，食塩水は吸い上げられた。 ⇒ 高濃度の食塩水でも，植物は吸水する。

ルーペでみた葉 顕微鏡でみた葉 双眼実体顕微鏡でみた茎 

〈結果〉 

○実験 2-1 析出した物質は食塩か？ 

〈方法〉 

 ・豆苗の葉や茎から析出した物質の形を顕微鏡で観察した。 

食塩の

結晶！

○実験 2-2 食塩水が茎の内部を通ったことを確認する 
〈方法〉 

 ① 実験で使った豆苗の茎をカミソリで切断した。 

 ② 茎の断面に硝酸銀を滴下し，塩化物イオンを確認した。 

蒸留水 8％食塩水

〈結果〉 

断面が

白濁！

〈考察〉 

・析出したのは食塩の結晶であり，茎の断面に塩化物イオンの存在が確認できたことから，植物が食塩水を吸い上げたといえる。

〈考察〉 

・カイワレは食塩水を吸い上げたと考えられる。 ← カイワレの束の隙間やビーカーとの隙間による毛細管現象ではないか。
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